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第 48 期 決 算 公 告 
 

東京都中央区築地三丁目 9番 9号 

株式会社ＪＡＬエービーシー 

代表取締役 中村 誠詞 
 

貸 借 対 照 表 

 

(2025年 3月 31日現在)   （単位：千円） 

科    目 金  額 科    目 金  額 

（資産の部）  （負債の部）  

流 動 資 産 598,731 流 動 負 債 616,456 

  現 金 及 び 預 金 57,891   営 業 未 払 金 320,502 

  統 括 会 社 預 け 金 94,744   短 期 借 入 金 176,168 

  営 業 未 収 入 金 379,464   未 払 金 3,042 

  商 品 20,578   未 払 費 用 91,336 

  貯 蔵 品 3,056   未 払 法 人 税 等 2,447 

  前 払 費 用 39,068   未 払 消 費 税 等 19,138 

  未 収 入 金 1,985   預 り 金 2,515 

  社 員 短 期 貸 付 金 1,839   そ の 他 1,304 

  そ の 他 125 固 定 負 債 350,026 

  貸 倒 引 当 金 △23   長 期 借 入 金 350,000 

固 定 資 産 592,553   そ の 他 26 

 有 形 固 定 資 産 36,543 負 債 合 計 966,482 

  建 物 222,142 （純資産の部）  

  構 築 物 14,930 株 主 資 本 224,803 

  車 両 運 搬 具 4,925  資 本 金 100,000  

  工 具 器 具 備 品 205,249  利 益 剰 余 金 124,803  

  減 価 償 却 累 計 額 △ 410,704   利 益 準 備 金 30,000 

 無 形 固 定 資 産 94,949   そ の 他 利 益 剰 余 金 94,803 

  の れ ん 8,000    繰 越 利 益 剰 余 金 94,803 

  ソ フ ト ウ ェ ア 24,035    (うち当期純利益） （59,998） 

  ソフトウェア仮勘定 62,913 純 資 産 合 計 224,803 

 投 資 等 そ の 他 の 資 産 461,060     

  敷金及び差入保証金 144,227     

  前 払 年 金 費 用 127,606     

  社 員 長 期 貸 付 金 6,760     

  繰 延 税 金 資 産 182,466     

資 産 合 計 1,191,285 負 債 ・ 純 資 産 合 計 1,191,285 
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個 別 注 記 表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法  

① 商品及び貯蔵品 

最終仕入原価法を採用しております。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

       定率法を採用しております。 

  ただし 2016 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備および構築物については、定額法

を採用しております。 

② 無形固定資産 

  定額法を採用しております。なお、耐用年数は次の通りであります。 

         自社利用のソフトウェア 5年 

         のれん         20年 

 

（３）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

    売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

② 退職給付引当金 

     従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産見

込額に基づき計上しております。退職給付引当金および退職給付費用の計算については、

直近の年金財政計算上の数理債務をもって退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適

用しております。なお、当事業年度末において、年金資産見込額が退職給付債務見込額を

超過しているため、超過額を前払年金費用に計上しております。 

 

（４）収益および費用の計上基準 

当社は、主に「宅配事業」、「モバイル事業」、「役務事業」および「手荷物事業」を営ん

でおります。これらの事業から生じる収益は、顧客との契約に基づき次の通り認識してお

ります。 

①宅配事業 

主に空港発着の宅配サービスを提供しており、当該宅配の目的物である荷物の引き

渡し時点で収益を認識しております。 

②モバイル事業 

主に国内・海外向けの WiFiおよび携帯電話機の貸出サービスを提供しており、当該

サービスの提供完了時に収益を認識しております。 

③役務事業 

主に成田空港において、日本航空株式会社からの受託契約に基づく役務を提供して

おり、定額部分については契約期間にわたり、従量部分については当該役務の提供完

了時に収益を認識しております。 
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④手荷物事業 

主に空港での手荷物預かりサービスを提供しており、当該サービスの提供完了時に

収益を認識しております。 

 

（５）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

（６）グループ通算制度の適用 

当社は、当事業年度より単体納税制度から株式会社 JALUXを通算親会社とする通算グル

ープの通算子会社として、グループ通算制度に移行しております。 

 

 

以上 


